
概要

Cisco Unified Communications Managerは、Cisco Unified Communicationsソリューションの高度な
コール処理コンポーネントです。これは、スケーラブルで分散処理が可能な、しかも可用性の高

いエンタープライズ IPテレフォニーコール処理ソリューションです。CiscoUnifiedCommunications
Managerは協力通信のプラットフォームの役割を果たしており、さまざまな機能をサポートして
います。この高度なシステムのプロビジョニング、機能の呼び出し、モニタ、制御を行うため、

Cisco Unified Communications Managerではさまざまな種類のインターフェイスをサポートしてい
ます。

この章では、Cisco Unified TAPIサービスプロバイダー（Cisco Unified TSP）実装の主要な概念に
ついて説明します。次のような構成になっています。

• Cisco Unified Communications Managerのインターフェイス, 1 ページ

• Cisco Unified TSPの概要, 5 ページ

• Cisco Unified TSPの概念, 5 ページ

• 開発に関するガイドライン, 15 ページ

Cisco Unified Communications Manager のインターフェイ
ス

Cisco Unified Communications Managerでサポートされているインターフェイスは次の種類に分類
できます。

プロビジョニングインターフェイス

Cisco Unified Communications Managerのプロビジョニングインターフェイスには次のようなもの
があります。

• Administrative XML
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• Ciscoエクステンションモビリティサービス

Administrative XML
Administrative XML（AXL）APIは、eXtensible Markup Language（XML）Simple Object Access
Protocol（SOAP）インターフェイスを使用して、CiscoUnified CommunicationsManager設定データ
ベース内のデータの挿入、取得、更新、および削除を可能にするメカニズムです。AXL APIを使
用すると、プログラマはバイナリライブラリやDLLの代わりにXMLを使用して、Unified CMプ
ロビジョニングサービスにアクセスし、データを XML形式で交換できます。すべての AXLメ
ソッド（要求）は HTTPと SOAPを組み合わせて実行します。SOAPは XMLリモートプロシー
ジャコールプロトコルの一種です。ユーザはXMLデータをCiscoUnifiedCommunicationsManager
パブリッシャサーバに送信して要求を実行します。次に、パブリッシャから AXL応答が返され
ます。この応答も SOAPメッセージです。

詳細については、次の URLにある『Administrative XML Tech Center』を参照してください。http:/
/developer.cisco.com/web/axl/home

Cisco エクステンションモビリティ
Cisco Extension Mobility（Extension Mobility）サービスは Cisco Unified Communications Managerの
機能であり、この機能によりデバイス（通常はCiscoUnified IPPhone）は、回線、短縮ダイヤル、
サービスなどの新しいデバイスプロファイルを一時的に使用できます。ユーザは、他の Cisco
Unified IP Phoneからラインアピアランス、サービス、短縮ダイヤルなどの各CiscoUnified IP Phone
設定に一時的にアクセスできます。Extension Mobilityサービスは、新しい設定ファイルを電話機
にダウンロードすることにより動作します。Cisco Unified Communications Managerはログインす
るユーザに関する情報に基づいてこの新しい設定ファイルを動的に生成します。XMLベースのエ
クステンションモビリティサービス APIをアプリケーションに使用して、エクステンションモ
ビリティサービスの機能のメリットをアプリケーションで活かすことができます。

詳細については、次のURLのCiscoDeveloper Networkにある『ExtensionMobility API Tech Center』
を参照してください。 http://developer.cisco.com/web/emapi/home

また、CiscoUnifiedCommunicationsManagerの該当するリリースの、『CiscoUnifiedCommunications
Manager XML Developers Guide』を参照してください。次のサイトで入手できます。

http://www.cisco.com/en/US/products/sw/voicesw/ps556/products_programming_reference_guides_list.html

デバイス監視およびコール制御インターフェイス

Cisco Unified Communications Managerのデバイスモニタリングおよび呼制御インターフェイスは
次の通りです。

Cisco TAPI と Media Driver
Cisco Unified Communications Managerでは Computer Telephony TAPIインターフェイス経由で IPテ
レフォニーデバイスとソフトクライアントの高度な呼制御を行うことができます。シスコのテレ
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フォニーサービスプロバイダー（TSP）とMedia Driverインターフェイスにより、カスタムアプ
リケーションを使用してテレフォニー対応デバイスとコールイベントのモニタ、ファーストおよ

びサードパーティのコール制御の確立、メディアレイヤとの相互通信によるメディアの終了、音

声案内の再生、コールの記録を行うことができます。

詳細については、『TAPI and Media Driver Tech Center on the Cisco Developer Network』を参照して
ください。次のサイトで入手できます。

http://developer.cisco.com/web/tapi/home

Cisco JTAPI
詳細については、Cisco Developer Networkの JTAPI Tech Centerを参照してください。次の場所で
入手できます。

http://developer.cisco.com/web/jtapi/home

次のURLにあるCisco Unified CommunicationsManagerの該当するリリースの『Cisco Unified JTAPI
Developers Guide for Cisco Unified Communications Manager』を参照してください。

http://www.cisco.com/en/US/products/sw/voicesw/ps556/products_programming_reference_guides_list.html

Cisco Web Dialer
Web Dialerは Cisco Unified Communications Managerサーバにインストールされています。これを
使用すると、Cisco Unified IP PhoneユーザはWebおよびデスクトップアプリケーションからコー
ルできます。たとえば、Web Dialerは社内電話帳にあるハイパーリンクされた電話番号を使用し
ます。そのため、コールしようとしている相手の電話番号をWebページでクリックすれば電話を
かけることができます。WebDialerの 2つの主要コンポーネントは、WebDialer ServletとRedirector
Servletです。

詳細については、次の URLの Cisco Developer Networkにある『Web Dialer Tech Center』を参照し
てください。http://developer.cisco.com/web/wd/home

Cisco Web Dialerの詳細については、次の URLにある Cisco Unified Communications Managerの該
当するリリースの『Cisco Unified Communications Manager XML Developers Guide』を参照してくだ
さい。

http://www.cisco.com/en/US/products/sw/voicesw/ps556/products_programming_reference_guides_list.html

サービスアビリティインターフェイス

Cisco Unified Communications Managerのサービスアビリティインターフェイスには次のようなも
のがあります。

Serviceability XML
Unified CM Serviceablility XMLインターフェイス特有の問題のモニタ、診断、対処を行うための
サービスとツールの集合です。
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• Unified CMハードウェアおよびソフトウェアの健全性をモニタするための、プラットフォー
ム、サービス、アプリケーションの各パフォーマンスカウンタを備えている

• Cisco Unified Communications Managerに接続されている電話機、デバイス、アプリケーショ
ンの健全性をモニタするためにデバイスと Computer Telephony Integration（CTI）の接続ス
テータスをリアルタイムで表示する

• Cisco Unified Communications Managerサービスの遠隔操作（開始/停止/再開）ができる

•トラブルシューティングと分析で使用する Cisco Unified Communications Managerトレース
ファイルとログを収集してパッケージ化する

•検索基準にもとづいてアプリケーションに呼詳細レコードファイルを提供する

•管理コンソールに Cisco Unified Communications Managerハードウェアおよびソフトウェア特
有の SNMPデータを提供する

詳細は、Cisco Developer Network（http://developer.cisco.com/web/axl/home）の『Serviceability XML
Tech Center』を参照してください。

SNMP/MIB
SNMPインターフェイスを使用すると、外部アプリケーションによりさまざまなUCMgrエンティ
ティに対するクエリーとレポート作成を実行できます。このインターフェイスの使用により、

syslog情報などの Unified Communication Managerの接続に関する情報がネットワーク内の他のデ
バイスに提供されます。

Cisco Unified Communications ManagerでサポートされているMIBは次のとおりです。

• Cisco-CCM-MIB、CISCO-CDP-MIB、Cisco-syslog-MIB

•標準のMIB（MIB II、SYSAPPL-MIB、HOST RESOURCES-MIBなど）

•ベンダーのMIB

詳細は、Cisco Developer Network（http://developer.cisco.com/web/axl/home）の『SNMP/MIB Tech
Center』を参照してください。

また、CiscoUnifiedCommunicationsManagerの該当するリリースの、『CiscoUnifiedCommunications
Manager XML Developers Guide』を参照してください。次のサイトで入手できます。

http://www.cisco.com/en/US/products/sw/voicesw/ps556/products_programming_reference_guides_list.html

ルーティングルールインターフェイス

Cisco Unified Communication Manager 8.0(1)以降は、外部コール制御（ECC）機能をサポートしま
す。この機能では、補助ルートサーバが、Cisco Unified Routing Rules Interfaceを使用して、Cisco
Unified Communications Managerの代わりにコールルーティングを決定します。外部コール制御の
設定に際して、CiscoUnifiedCommunicationsManagerは、発信側および着信側の情報が入ったルー
ト要求を補助ルートサーバに発行します。補助ルートサーバは、要求を受信し、適切なビジネス
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ロジックを適用した後、Cisco Unified Communications Managerに対し、コールのルーティングと
コールに適用すべきその他の取り扱い方法を指示するルート応答を返します。

詳細については、次の Cisco Developer Networkの『Routing Rules Interface Tech Center』を参照して
ください。http://developer.cisco.com/web/curri/home

Cisco Unified TSP の概要
標準の TAPIは、さまざまな実装で同一のプログラミングインターフェイスを提供します。TAPI
を Cisco Unified Communications Managerプラットフォームに実装するときの目標は、TAPI仕様に
極力準拠し、同時に、TAPIを強化し、Cisco Unified Communications Managerの高度な機能をアプ
リケーションに提供する拡張機能の追加することです。

Cisco Unified Communications Managerおよび Cisco Unified TSPのバージョンをリリース時には、
この APIの変更は最小限にとどめ、仕様準拠の方向性は維持する予定です。シスコでは、自社開
発したAPI拡張の安定性と信頼性の維持に努めていますが、CiscoUnified CommunicationsManager
に新機能が追加された際には、新たな拡張を提供する場合があります。

次の図は、TAPIのアーキテクチャです。

図 1：TAPI サービスプロセスのアーキテクチャ

Cisco TSPは TAPI 2.1サービスプロバイダーです。（注）

Cisco Unified TSP の概念
このセクションでは次の内容について説明します。

•基本的な TAPIアプリケーション, （6ページ）
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• Cisco TSPのコンポーネント, （7ページ）

• Cisco Media Driver, （7ページ）

• TAPIのデバッグ, （7ページ）

• Cisco TSPのコンポーネント, （7ページ）

インターフェイスと拡張の一覧と説明については、基本的な TAPI実装およびシスコデバイス固
有の拡張機能を参照してください。

基本的な TAPI アプリケーション
アプリケーションコードにより呼び出しまたはサポートできる基本的な APIがMicrosoft社によ
り定義されています。Microsoft社により定義されている、TAPIアプリケーションから使用できる
APIはいずれも TAPI.Hファイルで宣言されています。TAPI.Hファイルは VC++/VS2005インス
トールに付属している標準的なライブラリファイルです。たとえば、C:\Program Files\Microsoft
Visual Studio\VC98\Include\TAPI.Hにあります。

Cisco TSPにより追加または提供されている特定の APIを使用するには、アプリケーションは
LineDevSpecific APIを使用してその APIを呼び出す必要があります。

簡単なアプリケーション

#include <tapi.h>#include <string>
#include "StdAfx.h"
class TapiLineApp {
LINEINITIALIZEEXPARAMS mLineInitializeExParams;//was declared in TAPI.h
files

HLINEAPP mhLineApp;
DWORD mdwNumDevs;
DWORD dwAPIVersion = 0x20005

public:
// App Initialization
// Note hInstance can be NULL
// appstr – value can be given the app name "test program"
bool TapiLineApp::LineInitializeEx(HINSTANCE hInstance, std::string

appStr)
{

unsigned long lReturn = 0;
mLineInitializeExParams.dwTotalSize = sizeof(mLineInitializeExParams);

mLineInitializeExParams.dwOptions = LINEINITIALIZEEXOPTION_USEEVENT;
lReturn = lineInitializeEx (&mhLineApp, hInstance, NULL, appStr.c_str),

&mdwNumDevs,&dwAPIVersion,&LineInitializeExParams);
if ( lReturn = = 0 ) {

return true;
}
else {

return false;
}

}
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//App shutdown
bool TapiLineApp::LineShutdown()
{

return! (lineShutdown (mhLineApp));
}
};

Cisco TSP のコンポーネント
Cisco TSPのコンポーネントは次の通りです。

• CiscoTSP dll：Cisco TSPによって提供される TAPIサービス実装。

• CTIQBE over TCP/IP：デバイスと回線のモニタと制御に使用する Ciscoプロトコル。

• CTIManagerService：CTIリソースとデバイスへの接続を管理。サードパーティ製アプリケー
ションから Cisco TSPや JTAPI API経由でアクセス可能。

Cisco Media Driver
CiscoMedia Driverを使用して、音声案内の再生またはコールメディアの記録を行うことができま
す。Media Driverのインストールの詳細については、Cisco Media Driverの選択を参照してくださ
い。

TAPI のデバッグ
TAPIブラウザは TAPIのデバッグ用アプリケーションです。このアプリケーションは、次の
Microsoft MSDN Webサイトからダウンロードできます。ftp://ftp.microsoft.com/developr/TAPI/
tb20.zipTAPIブラウザは、TAPIの初期化、TAPI開発者による TAPI実装のテスト、TSPの動作確
認に使用できます。

CTI Manager（クラスタのサポート）
CTI Managerは、Cisco Unified TSPと連携して、特定の Cisco Unified Communications Managerに認
識されることなく、TAPIアプリケーションで Cisco Unified Communications Managerリソースをア
クセスするための Cisco Unified Communications Managerクラスタの抽象化を提供します。また、
Cisco Unified Communications Managerクラスタの抽象化により、CTI Managerリソースのフェール
オーバー機能も強化できます。以下の図のように、フェールオーバー条件は、ノード、CTI
Manager、または TAPIアプリケーションに障害が発生した際に発生します。
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シスコではサードパーティ製デバイスに対するCTIデバイスのモニタリングや呼制御はサポー
トしていません。

（注）

図 2：クラスタサポートアーキテクチャ

Cisco Unified Communications Manager の障害
クラスタ内のCisco Unified CommunicationsManagerノードで障害が発生すると、CTIManagerは、
これらのデバイスを別の Cisco Unified Communications Managerノード上で再度オープンして、影
響を受けたCTIポートとルートポイントを復旧します。最初に障害が検出されると、CiscoUnified
TSPから TAPIアプリケーションに PHONE_STATE（PHONESTATE_SUSPEND）メッセージが送
信されます。

別の Cisco Unified Communications Managerで CTIポートとルートポイントの再オープンできた
ら、Cisco Unified TSPは TAPIアプリケーションに電話の PHONE_STATE
（PHONESTATE_RESUME）メッセージを送信します。使用可能な Cisco Unified Communications
Managerが見つからない場合、CTI Managerは適切な Cisco Unified Communications Managerが復旧
するまで待機して、再度デバイスのオープンを試みます。影響を受けたデバイスの回線も、アウ

トオブサービスとインサービスの状態になり、それに対応した LINE_LINEDEVSTATE
（LINEDEVSTATE_OUTOFSERVICE）イベントおよび LINE_LINEDEVSTATE
（LINEDEVSTATE_INSERVICE）イベントが Cisco Unified TSPから TAPIアプリケーションに送
信されます。すべての Cisco Unified Communications Managerが復旧しても、何らかの理由でデバ
イスまたは回線をオープンできなかった場合、それらのデバイスまたは回線はクローズされ、Cisco
Unified TSPから TAPIアプリケーションに PHONE_CLOSEメッセージまたは LINE_CLOSEメッ
セージが送信されます。

障害が発生した Cisco Unified Communications Managerノードが作動状態に戻ると、CTI Manager
は、影響を受けた CTIポートやルートポイントをそれぞれの元の Cisco Unified Communications
Managerに“リホーム”させます。この優れたリホームプロセスでは、影響を受けたデバイス上で
のコール処理が完了するか、デバイス上のコールがアクティブでなくなった時点で、リホームが

開始されます。このため、リホームプロセスは長時間にわたって完了しない場合があります（特

に、多数のコールを同時に処理できるルートポイントに関してはその可能性が高くなります）。

CiscoUnifiedCommunicationsManagerノードに障害が発生すると、同じクラスタ内にある別のノー
ドへ電話機がすぐにリホームされます。TAPIアプリケーションによってオープンされた電話機に
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対してリホームプロセスが実行された場合は、CTIManagerが自動的にその電話機を復旧し、Cisco
Unified TSPから TAPIアプリケーションに PHONE_STATE（PHONESTATE_SUSPEND）メッセー
ジが送信されます。電話機が別の Cisco Unified Communications Managerノードに正常にリホーム
されると、Cisco Unified TSPから TAPIアプリケーションに PHONE_STATE
（PHONESTATE_RESUME）メッセージが送信されます。

また、影響を受けたデバイスの回線が、アウトオブサービスおよびインサービスの状態になり、

Cisco Unified TSPから TAPIアプリケーションに LINE_LINEDEVSTATE
（LINEDEVSTATE_OUTOFSERVICE）メッセージおよび LINE_LINEDEVSTATE
（LINEDEVSTATE_INSERVICE）メッセージが送信されます。

コール存続可能性

デバイスまたは Cisco Unified Communications Managerに障害が発生すると、コールの存続性は失
われますが、デバイス間で接続済みのメディアストリームは存続します。セットアップ処理中ま

たは（転送、会議、リダイレクトなどの）変更処理中のコールは、単純に切断されます。

CTI Manager の障害
プライマリ CTI Managerに障害が発生すると、アプリケーションによってオープンされたすべて
の電話機と回線デバイスについて、Cisco Unified TSPから PHONE_STATE
（PHONESTATE_SUSPEND）メッセージおよび LINE_LINEDEVSTATE
（LINEDEVSTATE_OUTOFSERVICE）メッセージが送信されます。その後、Cisco Unified TSPは
バックアップCTIManagerに接続します。バックアップCTIManagerへの接続が確立され、デバイ
スまたは回線が正常に再オープンされると、Cisco Unified TSPから TAPIアプリケーションに
PHONE_STATE（PHONESTATE_RESUME）メッセージまたは LINE_LINEDEVSTATE
（LINEDEVSTATE_INSERVICE）メッセージが送信されます。Cisco Unified TSPが CTIポートや
ルートポイントのデバイスまたは回線のオープンに失敗した場合は、Cisco Unified TSPから TAPI
アプリケーションに PHONE_CLOSEメッセージまたは LINE_CLOSEメッセージが送信され、そ
のデバイスまたは回線がクローズされます。

Cisco Unified TSPがバックアップ CTIManagerに接続された後、Cisco Unified TSPとバックアップ
CTIManagerの間の接続が失われるまでは、Cisco Unified TSPはプライマリ CTIManagerに再接続
されません。

CTIManagerがダウンしている間に、デバイスがユーザに追加された場合、またはデバイスがユー
ザから削除された場合は、バックアップCTIManagerへの接続が確立された時点で、CiscoUnified
TSPが PHONE_CREATE、LINE_CREATE、PHONE_REMOVE、または LINE_REMOVEの各イベ
ントを生成します。

Cisco Unified TAPI アプリケーションの障害
Cisco TAPIアプリケーションに障害が発生して CTI Managerによってプロバイダーがクローズさ
れると、CTIポートおよびルートポイント上の未完了コールが、各コールに設定されている Call
Forward On Failure（CFF）番号へリダイレクトされます。障害発生後に CTIポートおよびルート
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ポイントに送られた新規コールのうち、アプリケーションによってオープンされたものでないコー

ルは、それぞれの CFNA番号にルーティングされます。

RTP イベントの LINE_CALLDEVSPECIFIC イベントサポート
RTPイベントは、コールハンドルの詳細を含むLINE_CALLDEVSPECIFICイベントとして生成さ
れます。この機能をアクティブにするには、アプリケーションは回線をオープンするときに、拡

張バージョン 0x00040001以上をネゴシエーションする必要があります。

回線の拡張バージョンに依存するため、アプリケーションに対するメディアイベント

RTP_START/STOPのレポートが異なります。

•拡張バージョンが EXTVERSION_FOUR_DOT_ZERO - 0x00040000未満の場合：TSPは、Call
オブジェクトの存在の有無に関係なく、LINE_DEVSPECIFICイベントを回線上のアプリケー
ションにレポートします。この場合、IDLE状態の後にコールの割り当てが解除されても、
RTP_STOPイベントはアプリケーションへ配信されます。

•拡張バージョンが EXTVERSION_FOUR_DOT_ZERO - 0x00040000以上の場合：アプリケー
ションからCallオブジェクトの割り当てが解除されると、TSPはメディアイベントをレポー
トします。

したがって、下位互換性を保持するためには、拡張バージョンのチェックを追加する必要があり

ます。そのため、RTPイベントが起きるのは常に IDLEイベントの前であるとは想定しないでく
ださい。

QoS
Cisco Unified TSPは、シスコの Quality of Service（QoS）ベースラインをサポートしています。
Cisco Unified TSPは、TSPから CTIに送信される QBE制御信号の IP DiffServコードポイント
（DSCP）のマーキングとして、CTIが ProviderOpenCompletedEventで送信した “DSCP IP for CTI
Applications”というサービスパラメータの値を追加します。Cisco TAPI Waveドライバは、CTIが
StartTransmissionEventで送信した値で、RTPパケットにマーキングします。StartTransmissionEvent
で受信した DSCP値は LINECALLINFO構造体の DevSpecific部分に保存され、QoSインジケータ
が指定された LINECALLINFOSTATE_DEVSPECIFICイベントが発行されます。

既存のコールには RTPイベントがないため、コール中にモニタリングを開始した場合、QoS
情報は存在しません。

（注）

プレゼンテーション表示（PI）
番号（発呼側番号、着信側番号など）の表示設定と実際の番号とは区別する必要があります。た

とえば、IPフォンに番号が表示されない場合でも、その情報は Unity VMなどの別のシステムで
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必要になる場合があります。したがって、表示名の番号/名前には、プレゼンテーション表示（PI）
フラグを関連付けて、その情報をユーザに表示するかどうかを指定する必要があります。

この機能は、次のように設定できます。

コールごとの設定

ルートパターンとトランスレーションパターンで、通話者の DN/名前の PIフラグをコールごと
に設定するかリセットします。パターンが番号と一致した場合は、そのパターンに関連付けられ

た PI設定がそのコールの情報に適用されます。

固定設定

トランクデバイスの設定で、通話者ごとに “Allow（許可）”オプションまたは “Restrict（制限）”
オプションを選択できます。その後は、このトランクからのすべてのコールで、対応する通話者

情報に関連付けられた PIフラグがセットされます。

Cisco Unified TSPは、この機能をサポートしています。すべてのフラグが Restricted（制限）に設
定されているトランスレーションパターンを使用してコールが発信された場合は、発信者 ID/名
前、着信者 ID/名前、およびリダイレクト ID/名前が、空白のままアプリケーションに送信されま
す。名前と通話者番号の両方がRestricted（制限）に設定されている場合は、LINECALLPARTYID
フラグも Blocked（ブロック）に設定されます。

アプリケーション開発の際には、Cisco TAPI Service Providerがサポートしている機能だけを使用
してください。たとえば、Cisco TAPI Service Providerでは、転送はサポートされていますが、Fax
検出はサポートされていません。サポート対象外のメディアやベアラモードが必要なアプリケー

ションは、期待どおりに機能しないおそれがあります。

Cisco Unified TSPは、TAPI 3.0アプリケーションをサポートしていません。

コール制御

Cisco Unified TSPを設定することにより、ファーストパーティまたはサードパーティの呼制御が
可能になります。

ファーストパーティ呼制御

ファーストパーティ呼制御の場合、アプリケーションがオーディオストリームを終端します。こ

れには通常、シスコのWaveドライバが使用されます。Waveドライバの代わりにアプリケーショ
ンでオーディオストリームを制御する場合は、シスコデバイス固有拡張を使用します。

サードパーティコール制御

サードパーティコール制御では、オーディオストリーム終端デバイスの制御は Cisco Unified
Communications Managerに“ローカル”ではありません。このようなケースでは、デスク上の IP
Phoneや、アプリケーションで管理される IP Phoneのグループがコントローラになります。

Cisco Unified Communications Manager リリース 12.0(1) Cisco Unified TAPI 開発者用ガイド
11

概要

コール制御



シスコではサードパーティ製デバイスに対するCTIデバイスのモニタリングや呼制御はサポー
トしていません。

（注）

CTI ポート
ファーストパーティ呼制御では、Cisco Unified Communications Managerに CTIポートデバイスが
あることが条件です。ポートごとに処理できるアクティブなオーディオストリームを 1回に 1本
だけなので、ほとんどの構成は、1ポートにつき 1回線になります。

TAPIアプリケーションを実行して、LINEMEDIAMODE_AUTOMATEDVOICEおよび
LINEMEDIAMODE_INTERACTIVEVOICEを要求し、ポートデバイスの回線をオープンするまで
の間、システム内にCTIポートデバイスは実質的に存在しません。ポートがオープンされない限
り、そのCTIポートデバイスに関連付けられたディレクトリ番号にコールしても、ビジートーン
またはリオーダートーンが返されます。

IPアドレスとUDPポート番号は、静的に指定される（同じ IPアドレスとUDPポート番号がすべ
てのコールに使用される）か、動的に指定されます。デフォルトでは、CTIポートでは静的登録
が使用されます。

ダイナミックポート登録

ダイナミックポート登録機能では、コールごとに IPアドレスとUDPポート番号を設定できます。
現状では、CTIポートの登録時に IPアドレスと UDPポート番号が指定され、その CTIポートが
登録されている間は静的に固定されています。その CTIポートに対する確立要求をメディアが受
け取ると、システムはすべてのコールで同じ静的 IPアドレスと UDPポート番号を使用します。

ダイナミックポート登録を使用する場合は、各コールで使用する IPアドレスと UDPポート番号
を指定する前に他の機能を呼び出さないでください。IPアドレスとUDPポート番号の設定前に機
能を呼び出すと正しく動作せず、メディアのタイムアウトの発生のタイミングに応じてコールの

状態が設定されます。

CTI ルートポイント
CTIルートポイントの制御には、Cisco Unified TAPIを使用できます。CTIルートポイントを使用
すると、Cisco Unified TAPIアプリケーションは、膨大なキュー中の着信コールをリダイレクトで
きます。これにより、コールの着信時に話中になるのを防ぐことができます。

CTIルートポイントデバイスには、LINEADDRCAPFLAGS_ROUTEPOINTというアドレス機能フ
ラグがあります。このタイプの回線をオープンしたアプリケーションは、すべての着信コールを

処理できます（接続解除、受信、または他のディレクトリ番号へのリダイレクト）。リダイレク

ションの決定は、発信者 ID情報や、時刻など、プログラムで取得できるさまざまな情報を基準に
して実行できます。
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ルートポイントでのメディア終端

ルートポイントでメディア終端機能を使用すると、ルートポイントでアプリケーションからメ

ディアを終了できます。この機能を利用すると、ルートポイントにあるコールに対してメディア

を確立する際に、IPアドレスとポート番号をアプリケーションから渡すことができます。

ルートポイントでは次の機能がサポートされます。

•応答

•複数のアクティブコール

•リダイレクト

•保留

•保留解除

•ブラインド転送

• DTMFディジット

•トーン

コールパークディレクトリ番号のモニタリング

Cisco Unified TSPは、コールパークディレクトリ番号（Call Park DN）上のコールのコールモニ
タリングをサポートしています。Cisco Unified TSPは、LINEDEVCAPS構造体のデバイス固有拡
張機能により、TAPIアプリケーションによるコールパークDN回線と他の回線との区別します。
アプリケーションがコールパーク DN回線をオープンすると、そのコールパーク DNで保留され
ているすべてのコールがアプリケーションに通知されます。アプリケーションは、コールパーク

DNで保留されているコールに対して、呼制御機能を実行できません。

コールパークDN回線をオープンするには、Cisco Unified CommunicationsManagerのCisco Unified
TSPユーザの管理画面のユーザ設定でMonitor Call Park DNsにチェックマークを入れます。この
権限が付与されていない場合には、初期化中に、アプリケーションがコールパーク DN回線を認
識できなくなります。

マルチ Cisco Unified TSP
Cisco Unified TAPIソリューションでは、TAPIアプリケーションと Cisco Unified TSPを同じマシ
ンにインストールします。といっても、Cisco Unified TAPIアプリケーションと Cisco Unified TSP
が、相互に直接通信するわけではありません。TAPIアプリケーションと Cisco Unified TSPの間に
は、Microsoft社によって提供された中間レイヤがあります。このレイヤは TAPISRVと呼ばれ、
これにより複数のTSPを同一マシン上にインストールできるようになります。このことは、Cisco
Unified TAPIアプリケーション側から意識する必要はありません。TAPIアプリケーション側から
見た唯一の相違点は、制御できる回線の数が増えることだけです。
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たとえば、Cisco Unified TSP1で 100回線が利用され、Cisco Unified TSP2でも 100回線が利用され
ていると仮定します。Cisco Unified TSPが 1つのアーキテクチャでは、Cisco Unified TSPとしては
Cisco Unified TSP1のみをインストールします。このとき、Cisco Unified TSP1は TAPISRVに対し
て、100回線をサポートしていることを伝え、TAPISRVはアプリケーションに対して、100回線
を制御できることを伝えます。両方の Cisco Unified TSPをインストールするマルチ Cisco Unified
TSPアーキテクチャでは、Cisco Unified TSP1が TAPISRVに対して、100回線をサポートしている
ことを伝え、Cisco Unified TSP2も TAPISRVに対して、100回線をサポートしていることを伝え
ます。TAPISRVが、この回線数を合わせて、200回線をサポートしていることをアプリケーショ
ンに伝えます。アプリケーションは TAPISRVと情報を交換し、TAPISRVは適切な Cisco Unified
TSPとの情報交換を処理されます。

各CiscoUnified TSPは、CiscoUnified CommunicationsManagerディレクトリで管理する異なるユー
ザ名とパスワードで設定してください。また、各ユーザに関連付けられているデバイスが重複し

ないように、各ユーザのデバイス関連付けの設定をします。マルチ Cisco Unified TSPシステム内
の各 Cisco Unified TSP同士は、情報交換しません。マルチ Cisco Unified TSPのシステム内の各
Cisco Unified TSPは、次の図に示すように、CTIManagerとのCTI接続を個別に作成します。複数
の Cisco Unified TSPを使用すると、スケーラビリティおよびパフォーマンスの向上につながりま
す。

図 3：CTI Manager に接続されたマルチ Cisco Unified TSP

CTI デバイス/回線制限
CTIデバイス/回線制限が実装されている場合は、CTIRestrictedフラグがデバイスまたは回線ごと
に設定されます。デバイスが制限されている場合は、そのデバイスに対して設定されているすべ

ての回線が制限されていると見なされます。

Cisco Unified TSPは、制限されているデバイスおよび回線をアプリケーションにレポートしませ
ん。Cisco Unified Communications Managerの管理から CTIRestrictedフラグを変更すると、Cisco
Unified TSPは通常のデバイスまたは回線の追加または削除として処理します。
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開発に関するガイドライン
シスコは、Cisco Unified Communications Managerの少なくとも 1つ前のメジャーリリースに対し
てインターフェイスの下位互換性を保持する方針をとっています。ただし、Cisco Unified
Communications Managerの新規の各メジャーリリースとの互換性を保つために、必要に応じて
Cisco Technology Developer Programメンバアプリケーションの再テストと更新を実施するように
お願いいたします。

必要な更新の件数と範囲を減らすため、すべての開発者（CiscoTechnologyDeveloper Programの開
発者を含む）には次の対策が推奨されます。

•イベントやメッセージの順番は変わる場合があります。開発者は、イベントまたはメッセー
ジの順番は考慮しないでください。たとえば、機能の呼び出しのときに、独立したトランザ

クションが複数ある場合、イベントまたはメッセージはインターリーブされることがありま

す。2番めのトランザクションに関連するイベントが、1番目のトランザクションに関連す
るメッセージの前になることがあります。また、インターフェイスの制御が及ばないために

（ネットワークや転送の障害など）、イベントまたはメッセージが遅延する場合がありま

す。プロトコルオペレーションにおいて順序が必須の場合でも、アプリケーションは、順序

が入れ替わったイベントやメッセージを処理できなければなりません。

•インターフェイスのイベントまたはメッセージ内の要素の順序は、プロトコル仕様の制約の
範囲内で変わる場合があります。開発者は、必要がなければ情報を解釈する目的で要素の順

序を考慮することは避けてください。

•インターフェイスのイベント、メソッド、応答、ヘッダー、パラメータ、属性などの要素が
新規に追加されたり、既存要素に新しい値が設定されたりすることがあります。開発者は、

新規の要素または既存要素の新しい値に対し、必要に応じて無視するか、一般的な処置をと

る必要があります。

•インターフェイスの既存のイベント、メソッド、応答、ヘッダー、パラメータ、属性などの
要素はそのままにし、障害の修復が必要であれば、整合性をとって可能な限り元の意味と動

作を保持します。

•障害が修復するとインターフェイスの動作が変わる場合があるため、障害に起因する動作
（公開されたインターフェイス仕様と整合性がとれない動作）にアプリケーションが影響を

受けないようにする必要があります。

•非推奨のメソッド、ハンドラ、イベント、応答、ヘッダー、パラメータ、属性などの要素
は、できる限り早くアプリケーションで使用しないようにすることで、それらの非推奨項目

が Cisco Unified Communications Managerから削除されたときに発生する問題を回避する必要
があります。

•アプリケーションの開発者は、新規機能および新しくサポートされるデバイス（電話機な
ど）には上位互換性のないものがあることに注意する必要があります。新規機能および新規

デバイスを使用する場合、互換性保持のためや、新規機能と新規デバイス利用のために、ア

プリケーションの変更が必要になることがあります。
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